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3劇場をつないで見えた、ネットワーク時代の劇
場の可能性 ―札幌、兵庫、北九州、3劇場連携	
「舞台技術セミナー」をレポートする―
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12 月 12 日、 札 幌、 西 宮、 北 九 州 と い う 国 内
を 縦 断、 ト ー タ ル 1,500km 離 れ た 3 つ の 劇 場 を
ネ ッ ト ワ ー ク で つ な ぎ、 同 期 セ ッ シ ョ ン を 行 う
と い う、 ネ ッ ト ワ ー ク 時 代 を 先 駆 け る、 新 た な
劇 場 文 化 の 在 り 方 を 模 索 す る 意 欲 的 な 「 舞 台 技
術 セ ミ ナ ー」 が 行 わ れ た。 参 加 し た 劇 場 は、 札
幌 文 化 芸 術 劇 場、 兵 庫 県 立 芸 術 文 化 セ ン タ ー、
北九州芸術劇場。これら 3 つの劇場は、いずれも、
地 域 に 根 付 い た 活 発 な 創 造 活 動、 発 信 型 の 事 業
を 行 っ て い る こ と で 知 ら れ る、 国 内 の 文 化 拠 点
と も い う べ き 公 共 劇 場 で あ る。 ネ ッ ト ワ ー ク で
結 ば れ た 3 つ の 劇 場 の ど こ か が 主 で は な い、 ま
た、どこも主たる劇場であるというこのセミナー
の 趣 旨 を 考 え る と、 個 々 の 劇 場 で の 客 席 の 受 け
た 印 象 は、 そ れ ぞ れ に 報 告 さ れ る べ き も の か も
知 れ な い が、 こ の 報 告 は 筆 者 が 立 ち 会 っ た 西 宮
の 兵 庫 県 立 芸 術 文 化 ホ ー ル の 客 席 で の 印 象 を 元
に し た も の で あ る こ と を あ ら か じ め お 断 り し て
おきたい。

さて、それでは劇場に入って当日の進行に沿っ
て報告することにしよう。

当 日 の 兵 庫 県 立 芸 術 文 化 セ ン タ ー の 大 ホ ー ル
の 客 席 に は、 関 西 エ リ ア だ け で は な く、 様 々 な
地 域 か ら 様 々 な 立 場 の 参 加 者、200 人 強 が 集 ま
り、 北 九 州、 札 幌 を 合 わ せ る と 300 人 弱 の 人 が
集 ま っ た と い う。 ネ ッ ト ワ ー ク 技 術 の 実 験 的 な
セ ミ ナ ー で あ る に も か か わ ら ず、 こ れ だ け の 人
が 集 ま っ た と い う こ と に、 こ れ か ら の 公 共 ホ ー
ル、 公 共 劇 場 を 取 り ま く 環 境 変 化 へ の 不 安 と 新
た な 技 術 的 な 展 開 へ の 期 待 と が 関 係 者 の 間 に 広
まっていることがうかがわれた。

第一部 オープニングセッション～技術的解説
緞 帳 が 上 が る と、 ス テ ー ジ 上 に は、 兵 庫 県 立

高砂高等学校のジャズバンド部「Big Friendly Jazz 
Orchestra」 の 演 奏、 バ ン ド の 背 後 の ス ク リ ー ン
上 で は、 そ の 演 奏 に 合 わ せ て、 北 九 州 市 立 高 等
学 校 ダ ン ス 部 「N9SD CREW」 の ダ ン ス パ フ ォ ー
マ ン ス が 繰 り 広 げ ら れ る。 冒 頭 の こ こ だ け で も、
地 理 的 な 距 離 を 超 え た 新 た な パ フ ォ ー マ ン ス の
可能性が感じられる。

次 に、 ヒ ビ ノ （ 株 ） 阿 部 氏、 古 河 ネ ッ ト ワ ー

ク ソ リ ュ ー シ ョ ン （ 株 ） 山 谷 氏 か ら 今 回 の 3 拠
点 を つ な い だ ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に つ い て の
解 説 が 行 わ れ た。 今 回 の 特 徴 は、 使 用 し て い る
回 線 は、 汎 用 の NTT フ レ ッ ツ 光 回 線 で あ り な が
ら、 映 像、 音 響、 照 明、 イ ン カ ム を 一 つ の ネ ッ
ト ワ ー ク に 載 せ、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 遠 隔 地
を 結 び、 遅 延 も ラ イ ブ パ フ ォ ー マ ン ス が 行 え る
ほ ど 抑 え 込 ま れ て い る 点 で あ る と い う。 技 術 的
な詳細については、 是非、JATET 技術展などでの
報告を待ちたいと思う。

こ の 解 説 に 続 き、 札 幌 文 化 芸 術 劇 場 で、 伊 藤
氏 と ヒ ビ ノ （ 株 ） 庄 氏 の 対 談 が 行 わ れ、 コ ン テ
ンツ不足、創客に悩む地方劇場においては、ネッ
ト ワ ー ク の 活 用 に よ る 地 域 間 の 格 差 の 是 正、 市
民 が 抱 く 劇 場 へ の 敷 居 の 高 さ を 下 げ る 効 用 に つ
い て 語 ら れ た。 こ の 場 合、 重 要 な こ と と し て、
収 録 さ れ た も の の 再 生 で は な い こ と、 ま た 一 方
通 行 の 「配 信」「配 給」 さ れ る ラ イ ブ ビ ュ ー イ ン
グ に は な い、 相 互 に 一 体 感 を 持 ち う る 臨 場 感 で
あ り、 そ れ に よ っ て 同 時 性 が 生 ま れ、 参 加 意 識
が生まれること、それを実現するためには、ネッ
ト ワ ー ク に お け る 双 方 向 性 の 実 現 が 必 須 で あ る
ことが指摘された。

第二部 鑑賞サポートとパネルディスカッション 
第 二 部 は、 北 九 州 か ら、 九 州 大 学 の 尾 本 教 授

か ら 音 響 工 学 的 な 立 場 か ら の 音 場 再 生 技 術 の 現
状 に つ い て の 解 説、 同 じ く 九 州 大 学 の 長 津 助 教
による、身体障碍者、知的障碍者、高齢者といっ
た 人 々 に 向 け た 社 会 包 摂 と い う 立 場 か ら、 弱 者
が 直 面 す る 障 壁 に 対 す る 新 た な 技 術 に よ る 克 服
の可能性への期待が語られた。

両 先 生 の 講 演 内 容 は、 そ れ ぞ れ が 幅 広 く、 ま
た 奥 深 い も の で、 こ の 紙 面 だ け で は 紹 介 で き な
いが、 ポイントだけを記すと。

音 場 再 生 技 術 が、 物 理 的 な パ ラ メ ー タ ー を 正
確 に 再 現 す る だ け で は、 自 然 な 音 場 再 生 を 得 ら
れ ず、 芸 術 的 な 表 現、 感 性 を も 加 味 し た 統 合 型
の 音 場 再 生 が 求 め ら れ て き て い る と い う 尾 本 教
授 の 解 説 は、 今 日 よ く 耳 に す る、「 イ マ ー シ ブ 」
と し て 紹 介 さ れ て い る メ ー カ ー 主 導 の 音 響 技 術
が、 果 た し て、 物 理 的 な 正 確 性、 演 出 表 現 の 創
造 性 の 両 面 か ら の 批 評 に、 耐 え う る も の な の か、

考えさせられた。
ま た、 長 津 助 教 の、 社 会 的 な 弱 者 の た め に 鑑

賞 環 境 を 整 え る こ と が、 ひ い て は あ ら ゆ る 人 の
鑑 賞 環 境 に 変 革 を も た ら し、 こ う し た 技 術 革 新
を 通 し て、 新 た な 表 現 が 生 ま れ、 コ ン テ ン ツ の
在 り 方 そ の も の を 変 え て い く の で は な い か と い
う問題提起は、我々がともすれば、「音響」、「照明」

「劇 場 技 術」 と い っ た 狭 い 枠 に 囚 わ れ、 忘 れ て し
ま い が ち な 「 技 術 」 の 社 会 的 な 影 響 力、 社 会 的
責 任 と い っ た 面 を 改 め て 想 起 さ せ、 傾 聴 に 値 す
るものであった。

両 先 生 の 講 演 を 受 け て 行 わ れ た、 札 幌、 西 宮、
北 九 州 を 結 ん だ パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で は、
今 回 の 企 画 を そ れ ぞ れ の 劇 場 で 推 進 し た、 伊 藤
氏 （ 札 幌 ）、 金 子 氏 （ 兵 庫 ）、 中 村 氏 （ 北 九 州 ）
の 3 人に、今回の、3 劇場の音場を相互に重畳す
る シ ス テ ム を 構 築 し た ヒ ビ ノ （ 株 ） の 宮 本 氏 が
加 わ り、「繋 が り 合 う こ れ か ら の 劇 場」 と い う タ
イ ト ル で、 そ れ ぞ れ の 思 い が 語 ら れ た。 さ り げ
な く 進 行 す る デ ィ ス カ ッ シ ョ ン は、 一 方 は、 朝
は 吹 雪 だ っ た と い う 札 幌 で あ り、 一 方 は 北 九 州
で あ り、 そ れ を 自 然 に 受 け い れ て、 議 論 に 耳 を
傾 け る 客 席 の 有 り 様 に、 技 術 が 社 会 的 に 受 容 さ
れていく過程の一端を見たように思った。

写真 1 三元パネルディスカッション

冒 頭、 こ れ ま で の 「 ラ イ ブ ビ ュ ー イ ン グ 」 と
い う 言 葉 は、 一 方 通 行 の 受 け 身 の イ メ ー ジ が つ
き ま と う の で、 ア ン ビ エ ン ト も 含 め た、 音、 映
像 の 双 方 向 性 を 備 え た 今 回 の よ う な イ ベ ン ト は

「ラ イ ブ ス ト リ ー ミ ン グ」 と し た ら ど う か と い う
提 案 が 宮 本 氏 か ら あ っ た。 宮 本 氏 は 自 身 の 経 験
か ら、 音 楽 に お い て は 空 間 を 伝 わ っ て く る 音 の
波 に 浸 る こ と、 自 分 を 取 り 巻 く 音 場 の 重 要 性 を
力 説 さ れ た が、 こ れ は、 音 場 再 生 に お い て、 芸
術 的 な 感 性 が 重 要 で あ る と の 尾 本 教 授 の 指 摘 に
呼 応 す る も の と 思 え た。 実 際 に、 今 回 の 音 場 を

形 成 す る シ ス テ ム は、 物 理 的 な 厳 密 性 を 求 め る
ア プ ロ ー チ と は 異 な っ て い る。 各 劇 場 で は、10
本 の 単 一 指 向 性 の ア ン ビ エ ン ト マ イ ク に よ っ て
そ の 音 場 が 収 音 さ れ、 他 の 二 つ の 劇 場 に 送 ら れ
る。 送 ら れ て き た ア ン ビ エ ン ト 信 号 は、10 本 の
マ イ ク に 個 々 に 対 応 す る、10 系 統 の ス ピ ー カ で
拡 声 さ れ、 そ の 拡 声 さ れ た 音 が、 そ の 劇 場 固 有
の ア ン ビ エ ン ト 音 と と も に、 そ の 劇 場 の ア ン ビ
エ ン ト マ イ ク に よ っ て 収 音 さ れ、 再 度、 元 の 劇
場 に 戻 さ れ る。 こ う し て 二 つ の、 あ る い は 三 つ
の 劇 場 に ま た が る 大 き な フ ィ ー ド バ ッ ク ル ー プ
を形成されるなかで、3 つの劇場の音場は、 重畳
され、 融合されていく。 一つの劇場に、2 つのサ
ブ の 劇 場 が 空 間 を 接 し て 併 設 さ れ て い る と い う
イ メ ー ジ だ ろ う か？ 物 理 的 に は ど の よ う な 空 間
が 形 成 さ れ て い る の か、 イ ン パ ル ス 応 答 だ け で
も 求 め た い 衝 動 に か ら れ た が、 実 際 に 客 席 で 感
じ た 音 場 は、 こ の ア ン ビ エ ン ト シ ス テ ム に よ っ
て 残 響 感、 拡 が り 感、 も ち ろ ん 音 量 感 も 増 し、
空間体験を臨場感のあるものとしていた。

写真 2 アンビエントマイクと SP

で は、 こ う し た 劇 場 を 結 ぶ こ と に よ っ て 生 ま
れ て く る も の は 何 だ ろ う か？ 東 京、 大 阪 な ど 大
都 市 圏 が 持 っ て い る 芸 術 的 な リ ソ ー ス を、 地 方
に 供 給 し て、 同 時 に 劇 場 体 験 を 共 有 す る と い う
こ と が ま ず 考 え ら れ る。 し か し、 そ れ だ け で は
な い と、 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン は 続 く。 地 域
に は、 そ の 地 域 で は 知 ら れ て い て も、「 全 国 区 」
で は な い、 埋 も れ た 優 れ た 作 品、 演 奏 団 体、 表
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フ ォ ー マ ン ス の 質 の 高 さ に 度 肝 を 抜 か
れたのではないだろうか。

各 高 校 別 の パ フ ォ ー マ ン ス の 後 は、
い よ い よ、「繋 が り、 響 き、 感 じ 合 う」
と 題 さ れ た 今 回 の 技 術 セ ミ ナ ー の 目 玉
で あ る 三 高 校 の 同 期 セ ッ シ ョ ン で あ
る。 兵 庫 で は、 ス テ ー ジ 上 の 出 演 者 に
向 け て 600 イ ン チ の 大 ス ク リ ー ン に よ
る モ ニ タ ー が 客 席 天 井 か ら 吊 り 下 げ ら
れ、 他 会 場 の 様 子 が 投 影 さ れ て 札 幌、
北九州との一体感が作られている。

音 響 的 に も、 各 会 場 か ら 送 ら れ て く
る 10 チ ャ ン ネ ル の ア ン ビ エ ン ス 音 が
ス テ ー ジ 上 に 戻 さ れ、 ス テ ー ジ 空 間 の
音場の一体化が図られている。

映 像 の 多 少 の 遅 延 に 起 因 し て い る の
か、 空 間 を 隔 て て 「 息 を 合 わ せ る 」 こ
と へ の 慣 れ も あ る の か、 前 日 の リ ハ ー
サ ル 時 に は、 合 わ せ に く い と い っ た 場
面 も 散 見 さ れ た が、 リ ズ ム セ ク シ ョ ン
の 主 導 権 を 曲 ご と に 受 け 渡 す と い っ た
こ と が 高 校 間 で 調 整 さ れ た 結 果 だ ろ う
か、 本 番 で は、 見 事 な ア ン サ ン ブ ル、
ダ ン ス パ フ ォ ー マ ン ス と の 共 演 が な さ
れ た。 そ の リ ハ ー サ ル 終 了 時、「 双 方
向 性」 の 象 徴 的 な こ と が 起 こ っ た。 ス
テ ー ジ 上 の 生 徒 が、 ス ク リ ー ン に 向
か っ て 手 を 振 っ て 呼 び か け、 や が て
ジ ャ ン ケ ン が 始 ま っ た の で あ る。 そ し
て、 彼 ら は そ の 日 の う ち に、SNS で 互
い に 連 絡 を 取 り 合 い、 交 流 が 始 ま っ た
という。

技 術 的 な 課 題 も 互 い を 隔 て る 距 離 も
わ ず か な 時 間 で 易 々 と 乗 り 越 え て い く

彼 ら の 柔 軟 性、 そ れ を 苦 に せ ず に 演 奏 を 通 じ て
一 体 と な っ て い く 感 性 に 感 心 す る と と も に、 実
験 的 な セ ミ ナ ー で あ る こ と を 忘 れ さ せ る よ う な
感 動 的 な パ フ ォ ー マ ン ス 体 験 に、 客 席 は 高 揚 し
た気分に満たされていった。

そこでは、単に、同じ場所、同じステージで 3
つ の 団 体 が 共 演 す る こ と に よ っ て 生 ま れ る 以 上
の「何か」が生まれているのだと感じた。 それは、
距 離 が 離 れ て い る こ と、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン フ ラ、
音 響、 映 像、 照 明 技 術 に よ る 疑 似 的 空 間 で あ る
と い う、 い わ ば ハ ン デ ィ ー が、 ハ ン デ ィ ー が あ
る に も 関 わ ら ず、 で は な く、 ハ ン デ ィ ー が あ る
が故に、より開かれた感性を生み出し、パフォー
マ ン ス を、 演 奏 を 別 の 次 元 へ と 導 い た と い え な
い だ ろ う か？ こ の 地 理 的 な 距 離 を 隔 て て 「 感 じ
合 う 」 こ と に よ っ て 生 ま れ る 「 何 か 」 は、 劇 場

写真 7 三校同期セッション（西宮会場）

写真 8 三校同期セッション（北九州会場）

現 集 団 が 存 在 し て い る。 そ う し た 団 体 に ス ポ ッ
ト が 当 た り、 地 域 間 の 交 流 か ら 全 国 へ、 世 界 へ
と 発 信 し て い く 道 も 拓 か れ て い く の で は な い か。
こ の 指 摘 は、 ま さ に 次 の セ ッ シ ョ ン の 高 校 生 た
ち の パ フ ォ ー マ ン ス に よ っ て 実 証 さ れ る こ と に
なる。

ホワイエで
兵庫県立芸術文化センターの大ホール・ホワイ

エ に は、「VIP ROOM」 と 表 示 さ れ た 14 席 ほ ど の
ちいさな 「小屋」 が仮設されている。

写真 3 ホワイエに設置された VIP 室

写真 4 VIP 室内部

長 津 助 教 の 社 会 的 な 弱 者 の 鑑 賞 に 対 す る 環 境
整 備 の 一 つ の 試 み と し て、 客 席 内 の 音 場 が、10
本 の ス ピ ー カ に よ っ て こ の 小 空 間 に 再 構 成 さ れ
て い る の で あ る （ 舞 台 は 映 像 モ ニ タ ー で 提 示 ）。
こ の 「VIP」 室 の 企 画 意 図 に つ い て、 次 の よ う な
趣旨が説明されていた。

『多くの公共ホールにおいては、「母子室」「親
子 室 」 と い う 他 の 観 客 か ら 隔 離 さ れ た 部 屋 が 設
け ら れ て い る。 最 近 で は、 高 齢 者 が 周 り の 観 客
へ の 気 遣 い か ら こ う し た 部 屋 で の 鑑 賞 を 希 望 す
る 例 も 出 て き た。 ま た、 ハ ン デ ィ ー キ ャ ッ プ を

負 っ た 人 に も 必 要 な 場 合 も あ る。 今 回 は、 音 源
だ け で は な く、 会 場 の 響 き や 観 客 の 拍 手 な ど に
包み込まれるような 「音環境」 を試みた。』

「母 子 室」 で は な く 「VIP ROOM」 で あ る と 掲
示 し た と こ ろ に、 劇 場 に 足 を 運 ぶ 様 々 な 観 客 に、
最 良 の 感 動 を 得 ら れ る 場 を、 そ れ ぞ れ の 観 客 に
合 わ せ て 提 供 し た い と い う 主 催 者 側 の 強 い 思 い
が感じ取れた。

第三部 SNK 日本縦断高校音楽祭・ONねっとわーく
最 後 は、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 行 わ れ る 3 つ

の高校の演奏、ダンスの同期セッション。 この「音
楽祭」 に参加したのは次の 3 校であった。
S- 札 幌 か ら は 北 海 道 札 幌 国 際 情 報 高 等 学 校 の
“SIT Band” 。 彼らの演奏スタイルは、 奏者自身が
ス テ ッ プ を 踏 み、 フ ォ ー メ ー シ ョ ン を 変 え な が
ら 踊 り、 演 奏 す る 北 海 道 発 祥 の 新 し い 演 奏 形 態
で、「 ダ ン プ レ 」（Dance & Play の 略 ） と 呼 ば れ
るスタイル。
N- 西 宮 か ら は、 兵 庫 県 立 高 砂 高 等 学 校 ジ ャ ズ バ
ンド部。映画「SWING GIRLS」のモデルと知られる。
バ ン ド 名 「Big Friendly Jazz Orchestra」 は、 名 付
け 親 が 北 村 英 二 さ ん だ と い う、 実 力 派 の ビ ッ ク
バンド。
K- 北 九 州 か ら は、 北 九 州 市 立 高 等 学 校 ダ ン ス 部
“N9SD CREW”。 ダンスといっても、 高校の部活動
と し て は 珍 し い、 ス ト リ ー ト・ ダ ン ス が 主 体 で、
活動歴 21 年というから、こうしたグループでは、
老舗だろう。

ど の 高 校 も、 そ の 地 域、 そ の 分 野 で は 受 賞 歴
を 重 ね、 著 名 な 団 体 で あ る が、 お そ ら く、 今 回
の よ う な イ ベ ン ト が な け れ ば、 各 々 の 高 校 が 互
い の 活 動 を 知 る こ と は な か っ た の で は な い だ ろ
う か？ さ ら に、 私 と 同 じ よ う に、 こ の セ ミ ナ ー
に 出 席 者 の 大 半 は お そ ら く、 出 演 し た 高 校 の 名
前、 パ フ ォ ー マ ン ス を、 こ の セ ミ ナ ー の 席 で 初
め て 知 っ た で あ ろ う し、 そ の 演 奏 に 接 し て、 パ

写真 6 客席に吊られた 600 インチモニター

写真 5 客席スクリーンの設置作業
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場 内 の 音 響 や 照 明 が ネ ッ ト ワ ー ク 化 さ れ て い な
いにも関わらず、 遠く離れた札幌や兵庫とネット
ワ ー ク で つ な ぎ リ ン ク し よ う と い う 挑 戦 で し た
が、 全国的には当劇場と同様の設備状況の施設は
まだ多く存在しますので、 今回の当劇場の試みは
重要な使命を担うものでもありました。

専 用 回 線 を 使 用 せ ず、 一 般 的 な イ ン タ ー ネ ッ
ト 回 線 に よ り 3 拠 点 の 映 像・ 音 響・ 照 明 を ネ ッ
ト ワ ー ク で つ な ぐ 技 術 的 な 問 題 も さ る こ と な が
ら、 そ の 為 に 何 が で き る？ 何 を や る の か？ と い
う 最 も 重 要 で 難 し い 課 題 に 直 面 し、 各 々 の 会 場
で 楽 し め る コ ン テ ン ツ で あ る こ と。 事 業 や 制 作
面 で も 成 立 す る も の で あ る こ と。 地 域 の 公 共 施
設 と し て 発 信 す る 価 値 が あ る こ と。 そ し て、 ス
テ ー ジ や 客 席 の 感 動 や 興 奮 が 共 感 を 呼 び 共 有 へ
と つ な が る も の。 こ れ ら の 禅 問 答 の よ う な 課 題
に 対 し 熟 考 を 重 ね、 ３ 拠 点 施 設 の 各 圏 域 で 活 躍
す る 高 校 生 た ち の 共 演 （ セ ッ シ ョ ン ） を 提 案 さ
せ て い た だ き、 こ こ か ら 札 幌、 兵 庫、 北 九 州 の
各 地 に お い て 全 国 規 模 で 活 躍 す る、『北 海 道 札 幌
国 際 情 報 高 等 学 校 吹 奏 楽 部』、『兵 庫 県 立 高 砂 高
等 学 校 ジ ャ ズ バ ン ド 部』、『北 九 州 市 立 高 等 学 校 
ダ ン ス 部 』 へ の 協 力 の 要 請 を は じ め、 九 州 大 学 
芸 術 工 学 研 究 院 尾 本 先 生、 長 津 先 生 へ の 講 演 依
頼、 技 術 的 な ア プ ロ ー チ 方 法 な ど、 企 画 内 容 の
ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ を 繰 り 返 し 図 り な が ら 各 館 の
技 術 者 同 士 は ほ ぼ 会 う こ と 無 く 準 備 を 進 め て い
きました。

顔 を 合 わ せ て い な い 3 館 の 技 術 者 達 に よ り 仕
込みが進む様子は不思議な感覚でした。

当 日 開 場 の 直 前 ま で あ る 意 味 予 定 通 り の ネ ッ
ト ワ ー ク 系 と 考 え ら れ る ト ラ ブ ル も 発 生 し、 技
術 的 に は 妥 協 策 も 講 じ な が ら 本 番 を 迎 え る こ と
に な り ま し た が、 サ ポ ー ト 頂 い た ス タ ッ フ や 劇
場 の 優 れ た 技 術 ス タ ッ フ 達 の 力 に よ り 幕 を 開 け
ることができました。

本 番 で は 3 校 の ス ー パ ー 高 校 生 達 の 圧 巻 の パ
フ ォ ー マ ン ス と こ れ ま で に も 何 度 も 共 演 し た こ
と が あ る か の よ う な 驚 愕 の セ ッ シ ョ ン に 圧 倒 さ
れ、 そして全部持っていかれました。 しかしその
ことにより単に技術やテクノロジーを披露するセ
ミナーでは無く、 その技術を使って何ができるの
か？何をやるのか？に拘ったセミナーを目指して
良かったと思えた瞬間でもありました。

また、 札幌で演奏するお孫さんを見に当劇場に
来 ら れ た ご 夫 婦 の 喜 ぶ 姿 を 目 に し て、 こ の セ ミ
ナーの目的がこれからの劇場のあり方や施設間の
連携に技術がどう関われるかを考えるきっかけと
して伝えられたのではないかと感じています。

本 当 に 必 要 で 大 事 な ネ ッ ト ワ ー ク は 人 と 人 の

ネ ッ ト ワ ー ク だ と い う こ と を 改 め て 噛 み し め、
こ れ を 機 に 各 地 域 間 や 施 設 間 で の 連 携 が 活 発 に
な る こ と を 願 う と 共 に、 私 た ち も 今 回 の 連 携 を
糧 に 次 に つ な げ て い け る よ う 更 な る 向 上 を 目 指
します。
謝 辞

本企画当初から協力と支援、 また各会場に多数
の技術者と機材を提供していただいたヒビノ株式
会社様の全面的な協力なくしてはこの企画は成立
し ま せ ん で し た。 厚 く 感 謝 申 し 上 げ ま す。 ま た、
VPN ルーターをご提供いただいた古河ネットワー
クソリューション株式会社様、 照明ネットワーク
に ご 協 力 い た だ い た 東 芝 ラ イ テ ッ ク 株 式 会 社 様、
機材を提供いただいたヤマハサウンドシステム株
式 会 社 様 の 各 企 業 の 皆 さ ま、 九 州 大 学 芸 術 工 学
研究院尾本教授、 長津助教のご尽力に感謝申し上
げます。 そしてなんといっても三校の高校生達の
前向きな参加、 さらに各劇場スタッフの惜しみな
い努力がこのセミナーを支えてくれたことを添え
ておきます。

エピローグ
この公演の前日、 筆者は下北沢の 「楽園」 とい

う小劇場の客席にいた。柱を隔てて 2 方向に配置
さ れ た 客 席 は 70 席 程 度。 演 じ る 若 い 劇 団 に は 固
定客も育っているようで、 舞台と客席は濃密な空
気で満たされていた。 今回の舞台技術セミナーの
案内を受け取って、札幌、西宮、北九州と 3 劇場
をネットワークで結んでも、 こうした一体感が生
ま れ る も の だ ろ う か、 ま し て や、1,500k ｍ も 離
れて、 と私は、 兵庫芸文の客席に座るまでは、 半
ば懐疑的だった。 しかし、 この実験的なセミナー
が終わって、 その懸念は氷解した。 もちろん、 パ
フォーマンスの内容が、 音楽とダンスという、 音
場を媒介として一体感が生まれるものであったこ
と、 そして参加した高校生たちの、 新しいことに
前向きな姿勢とエネルギーに圧倒されたこともあ
るけれど、 距離が離れているが故に、 より積極的
に、 より深く 「感じ合おう」 とする心の動きが生
ま れ る こ と を 知 っ た の は、 大 き な 収 穫 で あ っ た。
こ う し た こ と は、 舞 台 芸 術 の ジ ャ ン ル を 超 え て、
表現を求める自由な精神を広場へ、 街へ、 世界へ
と 解 放 し て い く 縁 に な り う る、 新 た な 劇 場 の 姿、
可能性を示唆するものではないか、 との思いを強
くしながら、 劇場を後にした。

と い う 空 間 に 限 ら れ て い た 舞 台 表 現 を 解 き 放 ち、
新 た な 表 現 形 態 の 可 能 性 を 示 唆 す る だ け で は な
く、 と も す れ ば、 分 断 し、 差 別 化、 個 別 化 し て
い く 現 代 の 技 術 と 社 会 の 流 れ に、 一 石 を 投 じ る
も の に な り う る と い う こ と を 期 待 さ せ る も の で
もあった。

バックステージにて
◯ 兵 庫 県 立 芸 術 文 化 セ ン タ ー 舞 台 技 術 部 金 子 彰
宏 さ ん か ら

兵 庫 県 立 芸 術 文 化 セ ン タ ー で は 開 館 以 来、 毎
年、 舞台技術セミナーを開催してきました。3 年
前のセミナーでは当日集まっていただいた 42 名
の 合 唱 メ ン バ ー に、 本 舞 台、 奥 舞 台、 リ ハ ー サ
ル 室 の ３ 箇 所 に 分 か れ て い た だ き、 マ ル チ チ ャ
ン ネ ル 再 生 （ヒ ビ ノ （株）・ 宮 本 さ ん の 開 発 し た
Symph Canvas システム） の演奏に合わせて、 レ・
ミ ゼ ラ ブ ル を 原 語 で 歌 う と い う 企 画 を 行 い ま し
た。 観客にとっ ては舞台上に見えるのは 14 名 だ
けなのに 42 名の合唱とオーケストラを感じるこ
とができました。 ただ結果的に、奥舞台、リハー
サ ル 室 の 方 々 に と っ て は 一 方 的 に 声 を 送 る 側 と
な っ て し ま い、 互 い の 演 奏 を 共 有 し 感 じ 合 え る
ところまでは至りませんでした。

今 回 の 技 術 セ ミ ナ ー で は 先 ず 「 ラ イ ブ 配 信 等
に お い て ど の よ う に す れ ば も っ と 共 有 感、 没 入
感 を 得 ら れ る の か 」 を 考 え、 そ の 一 つ の 方 法 と
し て 観 客 の 拍 手 や 声 援 を 舞 台 上 の ア ー テ ィ ス ト
送 る こ と に よ っ て、 両 者 に 一 体 感 が 生 ま れ る の
で は な い か と 考 え ま し た。 ま た、 ア ー テ ィ ス ト
の 音 声 も 単 な る 2 チ ャ ン ネ ル ス テ レ オ だ け で は
な く ア ン ビ エ ン ト マ イ ク to ア ン ビ エ ン ト ス ピ ー
カ ー で 再 生 す る こ と に よ っ て 他 会 場 の 空 気 感 を
そ の ま ま 受 け 取 る と い っ た 方 法 を 試 み ま し た。
実 は 札 幌 の パ フ ォ ー マ ン ス は 動 き 回 り 踊 り ま く
る 吹 奏 楽 で す の で、 そ の 舞 台 上 に も ア ン ビ エ ン
ト マ イ ク を 配 置 し て い た だ き、 客 席 ア ン ビ エ ン
ト ス ピ ー カ ー で 再 生 し た と こ ろ、 今 ま で 体 験 し
た こ と の な い 空 間 を 体 感 し ま し た。 ま る で 観 客
を 取 り 巻 く よ う に、 あ る い は 観 客 の 間 を 練 り 歩
く よ う に 演 奏 家 た ち が 動 き 回 っ て い る の で す。
それこそ鳥肌ものでした。

ま た、 親 子 室・ 母 子 室 の 環 境 を 見 直 し た い と
い う 思 い で 提 案 さ せ て い た だ き ま し た。 本 文 に
も 書 い て く だ さ っ て い ま す の で 割 愛 し ま す が、
こ れ は 私 が こ の 劇 場 の 立 上 げ に 携 わ っ た 時 に 気
付いていなかったことの反省でもあります。

そ し て 3 校 の セ ッ シ ョ ン で す が、 こ れ は な ん
といっても高校生達の感性に圧倒されるばかりで

した。 それぞれレベルの高いパフォーマンスが 3
校 集 ま り、 素 晴 ら し い 化 学 変 化 を 起 こ し ま し た。
かつて味わったことのない感動と興奮を覚えまし
た。 きっと高校生同士も刺激を与えあっていたの
だと思います。 これこそが遠隔地でありながらお
互いの呼吸、 空気感を感じ合えた形なのだろうと
気づき、 二度目の感動を覚えました。 そして我々
の拍手も札幌や北九州の高校生達にまで届いてい
ることが実感できました。

終 了 後、 普 段 は 「 生 」 に 拘 っ て い る 当 劇 場 の
ゼ ネ ラ ル マ ネ ー ジ ャ ー や 事 業 部 か ら も 理 解 を 得
る こ と が で き、 技 術 部 共 に 常 に 「 創 客 」 を 考 え
て日常を積み上げてきた賜物と思います。

今 回 離 れ た 場 所 で 空 気 感 を 共 有 す る と い う こ
と を テ ー マ に 掲 げ ま し た が そ れ は ど の 劇 場 も 同
じ 音 場 に す る こ と で は な く、 北 九 州 は 北 九 州 の、
札 幌 は 札 幌 の 観 客 の た め の 表 現 を す る。 そ の た
め に 各 劇 場 ス タ ッ フ が 演 出 す る こ と が 大 切 と 考
え ま し た。 あ く ま で も 再 現 で は な い と い う こ と
で す ね。 人 と 人 と の 関 係、 そ こ に 生 身 の 人 間 を
感 じ て こ そ 通 じ 合 え る の だ と 思 い ま す。 そ の た
め に は、 拍 手 や 歓 声 を 同 時 に 共 有 し て い る と い
う 聴 覚 的 な 印 象 が 重 要 な 役 割 を 果 た し て く れ た
と感じています。

改 め て、 今 回 試 み た、 ネ ッ ト ワ ー ク に よ っ て
空 間 を つ な げ る と い う こ と は、 様 々 な 可 能 性、
展開があると感じました。

〇 北 九 州 芸 術 劇 場 テ ク ニ カ ル デ ィ レ ク タ ー 中 村
国 寿 さ ん か ら

北 九 州 芸 術 劇 場 で は、 こ れ ま で 舞 台 技 術 講 座
を 「劇 場 塾 2012」 音 響 編 を 始 め、 照 明 編、 舞 台
機 構 編、 劇 場 基 礎 ク ラ ス な ど を 実 施 し て き ま し
た。 今回の 3 館合同企画による、3 拠点をネット
ワーク回線でつなぎ次世代技術の可能性の検証・
実験は、当劇場では「劇場塾 2019」の一環として、
舞 台 技 術 セ ミ ナ ー 「IT ネ ッ ト ワ ー ク で 劇 場 を つ
な い で み た！ 何 が で き る？！」 と 題 し て 開 催 致
しました。

本 企 画 は 従 来 の 一 方 通 行 の 配 信 や 受 信 で は 無
く、 遠 く 離 れ た 施 設 間 で の 伝 達 と 再 現 方 法 を 探
り、 没 入 感 や 臨 場 感 を 得 て 感 動 の 共 有 を 可 能 に
で き な い だ ろ う か と、 技 術 者 と し て の 壮 大 な 夢
と希望に満ちた計画でスタートしました。

勿 論、 各 館 の 事 情 や 状 況 は 異 な る 為、 ど う 成
立させるか手探りでもありました。

当 劇 場 の 場 合、3 館 の 中 で は 最 も 早 い 2003 年
に開館しこれまで大規模な修繕や改修の実績も無
く、 音 響 や 照 明 の IP 化 や ネ ッ ト ワ ー ク 化 は さ れ
ておらず信号の伝送システムはアナログです。 劇
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